
最新の個体数推定年＝ 2024（R6） 年

現行水準 予防水準 許容下限水準

① 渡島半島 1,990 2,230 112 20 10

② 積丹・恵庭 670 960 143 60 30

③ 天塩・増毛 730 1,000 137 55 27

④ 道東・宗谷 4,250 3,670 － － －

a 西部 2,850 2,290 80 14 7

b 東部 1,400 1,380 99 29 14

⑤ 日高・夕張 3,430 4,330 126 12 6

※ ④道東・宗谷ｂ東部には、知床半島ヒグマ管理計画による対象地域を含む。

※ 「個体数中央値」は、最新の個体数推定年の年末時点の推定結果による個体数（一位四捨五入）。

最新の推定個体数と平成26年（2014年）末時点を100としたときの個体数指数及び管理措置

　いずれの地域においても分布域は、平成14年（2002年）から平成29年（2017年）にかけて
拡がっており、あつれきの高まりが確認されること、また、個体数指数が予防水準を上回って
いることを勘案し、当面、すべての地域で「あつれき低減措置」とするとしている（「北海道ヒグ
マ管理計画（第２期）改定」(P17)第２章の３（３）③ア）。これを受け、本計画(P17)第２章の３
③ア（ウ）に基づくヒグマの捕獲目標（令和8年版）を別紙のとおり定める。
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※計画本編 P17：第2章-3-(3)-③-ア-(ウ)※計画本編 P16：第2章-3-(3)-②-イ

この間の個体数管理は、「メス捕獲上限

評価シート」で現状評価を行う。
この間の個体数管理は、「捕獲目標評

価シート」で進捗管理を行う。

あつれきを低減させるための措置地域個体群存続のための措置


